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第 1章. 犬種・個体選択理由及び飼育環境と犬の行動との関連性 
 第 1 章では、どのような理由で現在の飼育個体の犬種及び個体を選択したのか明らかにすることを
第 1 の目的とした。また、吠え、散歩、排泄に関連する問題に影響を及ぼす要因を明らかにすること
を第 2 の目的とした。飼い主にするアンケート調査を実施し、3 つの問題について、吠え頻度スコア、
散歩問題スコア、排泄関連スコアとしてスコア化し、解析を行った。また、飼い主の犬への愛着を評
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価するために、Lexington Attachment to Pets Scale（LAPS）を用い、犬から受ける情緒的快適さを

























第 2章. 飼い主と犬の交流時における神経症傾向の影響 






























 第 2 章で得られた結果及び、犬との散歩により副交感神経が活性化するという報告、犬からの注視
により飼い主の尿中オキシトシン濃度が増加するという報告を基に、交流プログラムの作成を試みた。
このプログラムは、「基本コマンドトレーニング」、「散歩」、「アイコンタクト」の 3 要素から成
る。「基本コマンドトレーニング」は、飼育犬に対して、座れと伏せの 2 種類のコマンドを 1 日に 5
回ずつ実施し、犬が指示に従った場合は報酬を与える。「散歩」は、犬との毎日の散歩の中で、5分の
早歩きを行う。「アイコンタクトトレーニング」は、飼い主が犬の名前を呼び、犬が飼い主に注目し


























 第 1 章では、特に、吠え、散歩、排泄に関連する問題に影響を及ぼす要因を明らかにすることを目
的とした。この 3 つの問題について、吠え頻度スコア、散歩問題スコア、排泄関連スコアとしてスコ
ア化し、調査及び解析を行った。同時に、Lexington Attachment to Pets Scale（LAPS）を用いて、
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の神経症傾向スコアは HFDグループよりも HFIグループの方が有意に高い値を示した（P < 0.05）。
つまり、飼い主の神経症傾向スコアが高いほど、犬とのコマンドコミュニケーション後に副交感神経
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の活性化がみられた。以上より、コマンドを用いた積極的な交流により、日常生活における飼い主の
ストレスレベルを減少させることが示唆された。 
 第 2 章で得られた結果を基に交流プログラムの作成し、神経症傾向スコアの高い飼い主と犬に 1 ヶ
月間実施してもらったところ、飼い主と犬の尿中コルチゾール濃度の減少及び、飼い主の副交感神経
活性が増加した。 
 
 本研究により、飼い主の性格が、飼い主と犬の関係において重要な因子であることが明らかになっ
た。神経症傾向スコアの高い人は、精神的ストレスを受けやすく、将来の健康問題の発生率が増加す
るなど、心身の健康にとってネガティブな影響が多くみられる。そのような神経症傾向スコアの高い
人にとって、犬とのコマンドコミュニケーションが有用であることが示された。 
 以上より、日常生活の中に犬とのコマンドを用いた積極的なコミュニケーションを組み込むことは、
飼い主、特に神経症傾向の高い飼い主の心身の健康を保つことに繋がると結論した。本研究で得られ
た結果は、飼い主と犬のより良い関係性を築く一助となるものであり、動物応用科学分野の成果とし
て高く評価できることから、博士（学術）の学位を授与するのに相応しい研究と判定した。 
 
